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インストール (MacOS) 

・テーマのインストール 
1.”Macintosh HD/Library/Application Support/u-he/Themes” のフォルダにアクセスし、テーマ

フォルダをドロップします(ZebraもZebraHZも共通です)。 

2. Zebra(またはZebraHZ)を開きます。 

3. 右上の歯車アイコンをクリックし、環境設定を開きます。 

4. 「Default Skin」の項目で、“Massive Modular”を選択します。 

※テーマをたくさんインストールすると、GUI読み込みが遅くなる可能性があります。 

・パッチのインストール 
1. フォルダを”~User/Library/Audio/Presets/u-he/Zebra2"にドロップします。 

2.以上です! 表示されない場合は、一旦閉じて開く、再スキャンする等してください。 
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インストール (Windows) 

1. Zebraフォルダを見つけます。通常であれば”C:VSTPlugins:u-he:Zebra.data"にあります。 

2.”Support:Themes”に移動し、テーマフォルダをドロップします。もしそのようなフォルダがな
い場合には、自分で新規作成します。 
3. Zebraを開きます。 

4. 右上の歯車アイコンをクリックし、環境設定を開きます。 

5. 「Default Skin」の項目で、“Massive Modular”を選択します。 

 
※テーマをたくさんインストールすると、GUI読み込みが遅くなる可能性があります。 

・パッチのインストール 
1. フォルダを”C:VSTPlugins:u-he:Zebra2.data:Presets:Zebra2"にドロップします。 

2. 以上です! 表示されない場合は、一旦閉じて開く、再スキャンする等してください。 
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外観デザイン 

・モジュレーションシステム 

Massive Modularは独自のモジュレーションデザインを採用しています。 

モッドソースを示すテキストエリア自体がノブと
して機能し、ドラッグでモッドデプスを調整しま
す。ソースの再指定は、右クリックで行います。 

ノブの周りにある緑色のリングはあくまでもモッ
ドデプスを表示するためのものであり、これ自体
をドラッグすることはありません! 

・シーケンサー 

Massive Modularは独立したシーケンサーパネルを持っています! 非常に便利ですが、操作方法に

慣れるまで少し時間がかかるかもしれません。特に、Gateのパラメータが横向きのドラッグであ
る点には留意してください。 
 

*Transpose -12問題 
スキンシステムの問題により、トランスポーズ「-12」は直接クリック指定することができませ

ん。どこかをクリックしたうえ、-12までドラッグすることで設定ができます。 

 / 5 10

パラメータの操作法

パラメータ 操作法式

Arp Sync 横ドラッグ / クリック

Steps メニュー

Length 縦ドラッグ

Gate 横ドラッグ

Voices 縦ドラッグ

Loop 横ドラッグ / クリック

Transpose 縦ドラッグ / クリック

Arp Mods 縦ドラッグ / クリック



 

 ・ミニXY 
ミニXYはあまり多くのことはできませんが、パラメータのアサインに便
利です。穴からドラッグすることで、新規のアサインが可能です。オレ
ンジの穴は、既にパラメータがアサインされていることを意味します。 

・OSCエディタ & キースケールエディタ 
ミキサーにあるボタンで、OSCエディタやキースケールエディタを開くことができます。OSCタ

ブにもまた、OSCエディタを開くボタンがあります。Wide Verにおいては、これらのボタンは
トップバーに配置されています。 
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・Mod Matrix 

左側の列がターゲット、ノブの右側のうち、赤がメインのソース、緑がViaです。 

・ノブデザインをカスタム 
以下のフォルダにあるファイルを書き換えることで、画像を変更することができます: 

(Theme folder)/Images/Controls/ 
代替用のファイルは、以下のフォルダにあります。 

(Theme folder)/Images/Knobs_Alternative_Designs/ 
ファイルをコピペして置き換えます。 

ロゴもまた、変更が可能です。 

(Theme folder)/Images/Logos/ 

“alt-”から始まるファイルは、テーマでは使われていません。これらを “ZebraLogo.png”と置き換
えることで、ロゴの変更が可能です。 
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・ZebraHZモジュール 

ZebraHZにおいては、“HZ Rack”を使ってHZ関連のモジュールを表示/非表示します。 

D-VCFとD-HPFはグリッド上で追加されて初めて表示される仕組みですが、VCA Compは常に表

示されます。 
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OSC 

OSCには幾つか変わった点があるので、ここで紹介しておきます。  

❶小さな波形ビュー 
このエリアをドラッグすると、Waveパラメータが変わります。小さすぎるので、はケイエディタ
としては使いません。 

❷SFXランプ 
SFXは小さなランプになって表示されています。これはドロワーを閉じているときにもSFXの状態

を簡単に把握できるようにするためです。クリックして、SFXモードを変更できます。 

❸詳細ドロワートグル 
詳細ビューを開閉するスイッチです。 

❹非使用要素は非表示 
非表示のノブは隠されます。クリックすることで、オンにできます。 

❺オクターブチューナー 
チューンをオクターブ単位で変更できます。 
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Fundamental / Odd for Even

倍音を加えるなどして音を激しくするタイプのSFX

Bandworks/ Fractalz / Wrapのように音が細くなるタイプのSFX

Phase Root, Xfer, Dist,Trajectorなどフェイズディストーション関連

“Hyper Comb”のみ

“Exophase”のみ



Download & Update 

製品を再ダウンロードしたり、アップデートしたりは、ウェブサイトから可能です。 
アカウントページはこちらのURLです : https://plugmon.jp/my-account/ 

メールアドレスとパスワードを入力してログインします。もしアカウントを作っていない場合は、
作成する必要があります。その際には、購入のときに使用したメールアドレスを使用してくださ
い。そうすることによって、過去の購入履歴との紐付けがなされます。 

ログイン後は、「ダウンロード」のタブに移動します。そこで、購入した製品を再ダウンロードす
ることができます。 

*何か問題が発生しましたら、コンタクトページからご連絡ください。
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